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量調整後のオッズ比は3. 47で有意な関連を認めたが、 60歳未満の年代では0. 82で関連を認めなかっ
た。性別においては男女ともに有意な差を静めなかった(P-0.318、 P-0. 172),
考察
喫煙状況の把握が上昇したのは、喫煙状況を把握するための用紙が禁煙支援パンフレットと同様に
出力されるため忘れることがなくなり上昇したものと考える。これはシステム化した効果であると考
えた。電子カルテ管理システムを利用した看護師の誰もが忘れることなく行うことができるパンフレ
ットによる禁煙支援は、性別においては入院中に喫煙をした者の割合に影響を与えることができなか
った。年代別においては60歳以上の喫煙者に対して入院中に喫煙をした者の割合を低下させたが、
60歳未満では影響を与えることができなかった。
総括
全喫煙患者を対象に行った看護職による電子カルテ管理システムを利用した禁煙支援介入は、年齢
別において60歳未満の喫煙者に対しては効果が認められなかったものの、 60歳以上の喫煙者に対し
ては入院中に喫煙をした者の割合を低下させ、つまりは入院中の禁煙継続に効果があることが明らか
になった。
(備考) 1.研究の目的・方牡・結果・考察・総括の順に記載すること(1200宇程度)
2. ※印の欄には記入しないこと。
